







と述べ，IBの概要や推進の取り組みについて紹介している（１）。また 2013年 6月 14に閣議決定され
























（Wiggins, G.）とマクタイ（McTighe, J.）の「逆向き設計」論による「日本史 B」の実践をし，分析
することで，日本の学校教育の中に IBがどのように生かされるかを明らかにした。そこでは「国際




















12歳を対象とした PYP（Primary Years Programme），11歳から 16歳を対象としたMYP，16歳か
ら 19歳を対象とした DP，16歳から 19歳を対象とし，キャリア関連学習をする CP（Career-related 
Programme）である。







IB学習者像を実現するために，生徒は「学習の方法（approaches to learning）」と呼ばれる 5つの
75国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの歴史教育（橋本）



















































出典： International Baccalaureate Organization （2014）, Individuals and Societies: A Practical Guide （Student 


























である「課題論文（Extended essay）」「知の理論（Theory of knowledge）」「創造性・活動・奉仕
（Creativity, activity, service）」と 6つのグループ「言語と文学（Studies in language and literature）」「言
語の習得（Language acquisition）」「個人と社会（Individuals and societies）」「理科（Sciences）」「数
学（Mathematics）」「芸術（The arts）」の各グループ内から 1科目ずつ選択し，履修することになっ
ている。ただ，「芸術」に関してはそれを履修する代わりに，他のグループから 1科目選択すること

















































問題 1（paper 1）と試験問題 2（paper 2）を受験し，上級レベルの学生はそれらに加え，試験問題 3
（paper 3）を受験する。試験問題 1は複数の資料を扱う論述問題であり，試験問題 2と試験問題 3は
試験問題 1よりも長い論文作成問題である。
成績の得点配分は，標準レベルの学生の場合，試験問題 1が 30％，試験問題 2が 45％，歴史研究
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